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中利根工業用水源地域調査報告

r関東西部地域調査第8報一

蔵田延男菅　尾崎次男呉　後藤隼次鞘

Areal　Investigation　for　In－ustriaLWater恥pply　in　Nakatone

　　　　Area，Gumma　anαSaitama　Prefeetures

　　　　　　　　By
Nobuo　Kurata，Tsugio　Ozaki＆Hayaji　Got6

　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　In　this　area，along　the　middle　streams　of　the　Tone　river，th6．ground　water　of62，500

m3and　surface　water・of22，000m3are　utilized　in　a　day　for　fabric　industry。

　　　This　area　is　generally．divided　into　several　districts　by　the　topographical　or　geological

condition，and　the　yield　of　the　ground　water　is　different　in　each　district．

　　　The　districts　with衰ffluent　yield＆re　the　eastem　foot　of　Mt．Haruna，the　upper　part

of　the　Hirose　river　basin，　the　alluvial　fan　of　the　Kabura　or　Kanna　river　and　the　riverside

自1ain　o長the　Tone　river　to　the　east　of　the　Honjo　and　Isezaki　line。

　　　The　quality　of　the　stream　water　of　the　Tone　river　is　successively・spoiled　by　the

confluence　of　the　Azuma　river　and　other　tributaries．　　↑he　shallow　ground　water　is　also

influenced　by　the　aggravation　of　the　water　quality　and　rich　in　so42輔＆t　the　shibukawa　city　and

in　HCO3『at　Takasaki　city．

要　　旨

　L　群馬県の南部と埼玉県の一部にわたる利根川の中

流部流域一中利根地域一は赤城・棲名などの火山を

控え，河川あるいは用水路が密に発達しオいるので，一・

見水利用が容易な所にみられる。しかし水利権や水質の

面から，表流の利用は必ずしも容易でなく，また地形・、

地質の制約を受けて，’地下水も地区によっては利用容易

な所ばかりとは限らない。

　2．　中利根地域における現在の工業用水の利用量は，

循環水をも含めて約90，000m3／dayで，この72～73％

が地下水源，残りが表流水源によってまかなわれている。

被圧面井戸はまだ30本前後で，おもに浅い自由面地下

水が利用きれている。

＊地質部
＊＊技術部

　3．　渋川市榛名山東麓に比較的豊富な地下水利用の可

能地帯がある。また赤城山麓，広瀬川低地の一部でも浅

い地下水の開発が可能である。

　4．水文調査の結果で利根川の支流，鳥川自体には表

流の地下水転化がほとんど考えられないが，鳥川右岸の

支流群，鏑川あるいは神流川などには表流の伏設が相当

量推定できる。’

　5．表流水および自由面地下水の水質は，一般にSio2，

SO42『，HCO3一などに富み，とくに渋川市附近ではSq2國．

高崎市附近ではHCO3一が多い。したがってそれによつ

て硬度もおもに永久硬度であったり，あるいはおもに一

時硬度であったりする。利根川本流の水は，吾妻川を初

め支流群の合流によつて，下流に向かうに伴ない漸次悪

化している。

　6、本庄・伊勢崎両市を結ぶ線以東の利根川流域沖積

低地では，被庄面地下水が豊富に利用できる。しかし水
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質に検討を要する点がある。

　7．本庄・深谷両市の附近は1質・量ともに比較的よ

い條件で地下水の利用ができる．

　8，、しかし全体としてみると工業の振興，あるいは士．

場の誘致のために必要なことは，工場適地附近の細部の

地下水理と水質とにっいて，地点的調査を行っておくこ

とである。

　　　　　　　1．まえがき
』吾妻川合流点より下流の利根川流域には，群馬県側に

電気化学・製鋼・製紙・酒造などの用水型工場群があり，

．また埼玉県側には国鉄高崎線沿いに今後開発が期待きれ

る工場適地がある。

　工業用水調査グループは，関東西部地域調査の一環と

して，群馬および埼玉両県の工業用水源の調査を行って

いるが，渋川・高崎・前橋および太田の諸都市を含む群

馬県南と，本庄・深谷両市を含む埼玉県北とは，利根川

本流を挾んで，水理および水利の面で関係が深いので，

中利根地域として一括して一応のとりまとめを行つた。

この報告はそのと、りまとめ結果の概要を記載している・

　中利根地域内にある10，000m3／day以上の用水型工場

は，現在4工場にすぎないが，内陸工業地域として，と

くに高崎線の電化，米軍施設の徹収などにより，’近い将

来に相当規模の工業地帯となる可能性がある。そこで工

業用の水源をどのように開発し，保全して行くことが必

要であるか『ということを，前もって明らかにしておくこ

とは，国にとっても，また県側にとつても大切な仕事で

ある。

　この調査結果が，そうした観点からこの地域における・

今後の工業用水源確保の施策のために，有効に利用され

ることを望んでやまない。

　　　　　　2．調査の規模
　調査範囲

　第1図に示す群馬県南部および埼玉県北部の一部，面

積約1，200km2，　5万分の1地形図，榛名山・富岡・前

橋・高崎・桐生及足利ならびに深谷参照。

　調査時期

　昭和31年12 月

　同　32年11且

　同　33年2月
調査実績

　巡検工場ほか

　工場用水調査票収集

　水比抵抗測定

　水位および水温測定

第1次
第2次
第3次

23ヵ所

32カ所

250カ所

386カ所

　新潟
長

野　　群馬
・栃木

埼王
東　京

福島

茨

木

含 0 50km

第1図　調査範囲図（条線部は実際調査範囲，矩形区画内は第2図

　　の範囲）

　表流流量測定　　　　　　35断面

　水質分析　　　　　　　　30試料

調査員および野外作業の分担・

蔵田延男

尾崎次男

高橋稠

森和雄
岸和男

調査の企画，とりまとめ，工場巡検

河川の水文測量

工場巡検

井戸一般調査

河川の水文測量，井戸水位など調査

　　後藤隼次　水質分析

　なおこのほか，中利根地域における容水地盤規模推定

のため，前年度埼玉県熊谷市附近において，’電気探査を1

行ったのに引続いて，昭和＄2年度群馬県太田市附近14お

いて電気探査を行い，利根川左右両岸それぞれ10～12

km聞の地下地質を調査している。これら一連の探査結

果については，本間一一郎・古谷重政らが別に報告するこ

とになつているので，この報告では省略きれている。

　　　　　3．地形・地質および水環境

　3。1　地形一地質に支配される水分布㌧

　5万分の1表層地質図前橋図幅によると，赤城山麓桃

木川左岸側は，ロームあるいは未固結泥・砂および礫の

層に覆われた凝灰質岩石となっており，また渋川市街地

西方から利根川本流右岸沿いに南南東に向かい，前橋市

街地を北西一南東にぬけ，さらに広瀬川左岸沿いに連

ねた線の南西側にも同種の岩石が地下浅く露われ，その

上を僅かの厚さでロームあるいは未固結の泥・砂および

礫の層が覆っている関係が示きれている。

　そして桃木川を挾んで，広瀬川右岸に至る幅3kmの，
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第2図　中利根地域工業用水源調査要図

1　東邦亜鉛K．K．安中製錬所

2　渋川市上水道水源

3関東電化工業K・K・渋川工場
　　　　　岬4　電気化学工業1く．K：．渋川工場

5　　　〃　　　　石原水源
6　関東製鋼K、K．渋川工場

7　日本カーリマトK：・K・群馬工場

8前橋市上水道水源
9前橋市元総社簡易水道水源
10　理研工業1く．1く　前橋工場

11　理研合成樹脂K・K　高崎工場　、

12　埼玉繊維工業K・耳・高崎撚糸工場

13　富士製鋼K：．K。

14　昭和鉄合金K・K・高崎工場

15　昭和電気製鋼K・K・

16国鉄高崎第一機関区

17　高崎冷蔵K・K・

18　高崎製紙K：。K．高崎工場

19　高崎金属工業K．K。高崎工場

20高崎ハムK，K・
21　高崎市上水道水源

22　関東電工K。K．倉賀野工場

23　宝酒造1く・K・木崎麦酒工場

24　　　〃　　　社宅水源井

25日東酸素K・K・伊勢崎工場
26　桐生市上水道水源

27太田市上水道水源
28　鍾淵紡績K．K・新町工場

29富士紡績K．K．臼本庄工場

30　昭栄製糸K。K。本庄工場

31深谷市上水道水源
32　伊勢崎市上水道水源
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北西一南東方向に延びる帯状の部分に，比較的厚く未

固結の泥・砂および礫が堆積している。かりにζの地帯

を広瀬川低地帯と呼ぶことにする。

　広瀬川低地帯の南西側にあって，凝灰質岩石が地下浅

くにまで分布している部分は，鳥川沿いでは，その右岸

にあたつて明瞭に連続した崖となつてその岩石を露出し

ており（好例：岩鼻橋附近），全体として群馬・佐波両郡

の中心から南東に向かって襖形をなした台地状をなして

いる・かりにこむを中利根台培と呼ぶことにする。

　このように区分すると，利根川本流は渋川市地先から

前橋市群馬県庁地先までは，広瀬川低地帯を流下するが，

そこから下流は広瀬川低地帯をはずれて，中利根台地の

なかを貫のいて低下していることになる。

　したがって中利根地域では，水分布を知るために，次

・のような地形・地質による6カ所の地区を区別しておく

ことが便宜と考えられる。すなわち，

　L　赤城山麓南斜面

　2・渋川市西部の榛名山東麓斜面

　3，渋川市より下流，利根川両岸を経て広瀬川低地帯

　　に至る地帯’

　4・　中利根台地

　5・鳥川左岸，神流川・鏑川およびその他支流の流域

　　τ扇状地
　6。本庄・伊勢崎両市を結ぶ線以東の，利根川流域の’

　　沖積低地

　．これら6つの地区は，それぞれその水分布および水利

用の面にあって，相違した点が認められる。

　3・2　地表水分布の概観

　中利根地域では，北に赤城・榛名の両火山を控え，南

側利根川本流およびその支流鳥川右岸匠は，関東山地お　・

よびその麓にあたって第三紀層の丘陵をようし，これら

の山地に降り注ぐ降水が，表流あるいは地下水となって

地域の中央に集まつている。したがつて水は一見きわめ

て豊富なように考えられる。しかし一般に水分布は地形

・地質に支配されて，量・質いずれかの点から，必ずし

も思つたほど利用に都合よくはできていない。

　まずこの地域の主水源と考えられる利根川本流は，渋

川市より上流では良質であるが，吾妻川を合流して後は

著しく酸性に傾く。支流鳥川また碓氷川合流前にはきわ．

めて良質であるが，その下流では神流川とともにすでにー

必ずしも良質とはい㌧難い。

　この地域では全体を通じて一般に漢流，用水路などが

きわめてよく発達している。とくに広瀬川低瑚あるし＼は

中利根台地では，北西一南東方向に多数の大小の用水

路が設けられておb，おもなものだけでも15km幅の

部分でその数20余に及んでいる。そして表流は一」般に

水田かんがい期以外に叡これらの水路網を通じて引水

きれており，集落の防火用あるいは雑用に供きれている

関係上，非かんがい期にでも，渇水期には他目的への利

用の余地は必ずしも大きくない．

　3。3　地下水分布の概観

　赤城山南斜面には，地表勾配に準じて数條の透水帯を

形成している自由面地下水が分布している。またその南

麗広瀬川沿いには，地下浅部に自由面地下水の透水部が

ある。

　中利根台地上には一般に豊富な地下水は存在しない。

しかし，長野堰用水などに沿っては，工業用井戸として

400～500m3／day程度の自由面地下水が利用きれている

所もある。

　鳥川右岸の支流群，鏑川あるいは神流川などには，相

当量の表流の伏没があり，鐘淵紡績K．K．新町工場など

では，深度7～8mの浅井戸が，水位降下0．5～imの

範囲で，1，500～2，000m3／dayの自由面地下水の揚水を

行つている。

　一方被圧面地下水は赤城山体では未開発であるが，渋

．川市あ養いは中利根倉地では必ずしも乏し‘はない・渋

川市では電気化学工業K・K．渋川工場が利用しており，

とくに榛名山東麓では有力なこの種の地下水が開発きれ

ている。また市の上水道水源もこの透水帯に水源を求め

ている。

　高崎市には深度155mまでの被圧面井戸約20本が利

用きれているが，一部ではすでに井戸干渉を生じ，27m

の水位降下で，2，000m3／day、の水を得ている工場もある。

　鳥川合流後の利根川両岸では被圧面地下水が急速に豊

富になっている。こ㌧では現在180mの深度まで馨井き

れているが，群馬県側木崎町の宝酒造K．：K．麦酒工場で

深度50～150m経の井戸i群が，それぞれ水位降下4～6m

の範囲で，2，500～3，500m3／dayの揚水を行つている。

　　　　4・工場その他の用水源の現況

　工場別用水取得量および工場別用水源個々の現況（士

場のほか上水道水源の分も含んでいる）は，それぞれ第

1表痘よび第2表に示した通りである。

F調査地域内における表流水の取得に関しては，利根川

本流では水質の面で，また支流群ではかんがい用水との

競合の面で，それぞれ著しく制約を受けている点が指摘

さ、れる。したがって工業用に取得されている地表水は地

域全体で22，000m3／day程度にとどまつているが，地下

水の取得量は62，500m3／day余に及んでいる。循環使用

分を含めて合計すると，この地域における土業用水使

4一（824）
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第1表　　中利根地域工場別用水取得量　（昭和32年11月現在，都市上水道を含む，左端番号は第2図参照のこと）

番号

　1

　2

　3

4，5

6
7
8
9
10

11

12
13

14

工5

16
17
18
19
2G

21

22

23，24
　25

　26

27

、28

29
30
31
32

工 場 名

東邦亜鉛1く．K．安中製錬所
渋川市上水道水源
関東電化工業K．Kl渋川工場
電気化学工業K．K．渋川工場

関東製鋼K．K．渋川工場

日本カーリットKK。群馬工場

前橋市上水道水源

元総社簡易水道
理研工業K．：K．前橋工場

理研合成樹脂K。K．高崎工場
埼玉繊維工業K．K．高崎工場
富士製鋼K．K，

昭和鉄合金K，K，高崎工場
『
昭 和電気製鋼K，K．

高崎第一機関区
高崎冷蔵K，K．
高崎製紙K．K．高崎工場
高崎金属工業K．K．高崎工場
高崎ハムK．K．

高崎市上水道水源

関東電工K．K．倉賀野工場

宝酒造K．K。木崎麦酒工場
日東酸素K．K．伊勢崎工場

桐生市上水道水源

太田市上水道水源

鐘淵紡績K．K．新町工場
富士紡績K．K．本庄工場
昭栄製糸K．K．本庄工場
深谷市上水道水源
伊勢崎市上水道水源

合 計

所 在 地

碓氷郡安中町中宿1443

渋川市大崎1497
　　　〃

”　石原500

〃　半田2470

前橋市総社町152
　〃　新前橋駅裏

高崎市江木町760
〃　飯塚町金井1150
〃　旭町141

”　東町132

〃　　4　150

〃　八島町19
〃　　　〃　　192

〃　下船田町195
〃

倉賀野町倉賀野2360

新田郡木崎町37の1
伊勢崎市今泉町1丁目941

多野郡木新町2330
埼玉県児玉郡本庄町1610
　〃　本庄市2241

敷地坪数

65，000

45，931

3，280

29，909

65，000

6，980
21，364

5，370

10，270

9，673

6，900

9，501

25，000

2，423

54，425

6，040
10，400

用水総取得量
　（循覆水）

　（1h3／day）

8，140

6，828
18，050

2，0L6
（1，440）

11，000

23，000

562

　360
　47．6

　　6
（240）

　16
　95．4
（900）

　550
　732
6，840

1，700

28，000

2，900
（2，870）

10，000

　720
6，000

4，500

10，400

2，303
1，260

3，00Q

6，000

155，026
（5，450）

河　川　水
取　得　量
　（m3／day）

7，609

　828

8，200
23，000
（伏流）

28，000

（伏流を含む）

　　2，897

　　6，000
（伏流を含む）

　　4，500
（伏流を含む）

！，649

6，000

88，683

上水道
使用量
（m3／day）

5．4

150
！0

540

705

地下水
取得量
（m3／day）

　531
6，000
18，050

2，016

2，800

562

360

47．6
　6

16
90

　400
　722
6，300

1，700

3

10，000

　720

10，400

　654
1，260

3，000

65，637

井戸数

　（本）

　1

あり
　5

　5

2
6

　1

あり

　1

　1

　1

1
4

1
1
3
3
2

1

5
1

25

2

3

75

生　　産　　品

電気亜鉛・鉛

苛性ソーダ・塩酸
塩化ビニール

鋼材

カーリヅトの原料

合成樹脂
絹糸
鋼塊

フエロマンガン
鋼塊・肥料

氷
板紙・洋紙
鋼塊・鋳鋼
ハム』・ソーセーヂ

肥料・電気銑

ビール

絹糸・絹布
絹紡糸
生糸

丑
酋

萢

H
騰
誌

繋
輯
農
嬉
謝
餅
鑑’

n勝

　熟
田

煮
樋

面
臨
黛
温

麟
黙
儒
努

）



工　場
番　号

1

2
3

4

5
6

学

8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

．191

．20

21

地
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　　第2表　中利根地域工場別用水源の現況（昭和32年11月現在，上水

工 場 名

東邦亜鉛K．：K．安中製錬所

渋川市上水道水源

関東電化工業耳・K渋川工場

電気化学工業K．K．渋川工場

　“　　　　　　　　　　　　1　　　“

関東製鋼K．K。渋川工場

日本カーリットK・K。群馬工場

前橋市上永道水源

元総社簡易水道

理研工業K．K．前橋工場

珊合成樹脂KK高崎端

埼玉繊維工業K．K，高崎工場

富士製鋼K．K．

昭和鉄合金K．K．高崎工場

昭和電気製鋼K．K．

高崎第一機関区

高崎冷蔵K．K．、

高崎製紙K．K．高崎工場

．高崎金犀工業KK高崎工場

高崎ハムK．K．

高崎市上水道水源

井戸番号

　1鮎
　2

　3

　1

　2

　3

’4

　5

　1

　2

　3

　4

　5』

1（東）

2（西）

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

1
1

1

1
1
2
1
1
2
3
4
5

1

1

1
2
3
1
2
3
1
2

墾井年月

（塁二難）

S－30
S－30
S－26

S－29
！S＿30

S－30
S－30
S－32

S－9

S－22

6＿23

S－14

S－26

S」P5
S－27
S－30

6＿30
S－32

井戸深度

　’（m）

・7（浅井戸）

6（浅井戸）

　5（〃

6（〃
3（〃
4（〃

60．6

75．7
66，8
75．7

115

17・＄

12

10
10

10
10

10

60

50

45．4

3．5（浅井戸）

6．2（〃　）

60．5

　5（浅井戸）
7、6（〃
　6（〃
　5（〃
72。5

155

91

115
74
121

　8。1
　8．1

75．7
75．7

井戸孔径
　　（吋）

　　　　m
　4．50

　12

　12
　12
　12

　14

　　2．50m

　　2．50m

　　8

　　6．5

　　4

　　1
　　1

　　6
　　2，1m
　　2．1
　　1．2
　　1．8×4

　　8
10（O～125）

6（125～155）

　　8

　12．5

　14
　，14

　　4　m
　　1．5m
　　1．5

　・8
　　8．5

収水』深度

　　（η

卜（826）

∫　17～21．5
　54～61し652～78．7

　　9～12

　　7～10

　4．5～7

　28～26

　12～15

｛　100～106　125～155
　　　　　■
（54～77
t　g1附近



　　　　　　　　中利根工業用水源地域調査鰭（蔵田延男。尾崎次男・後藤隼次）

道水源を含め，左端番号1ま第2図または第1表参照のこと）

揚水ポンプお
よび揚水動力
の大きき

1日の運
一
転 時間
　　（時）

4．5”T　75rp
3　”V　　5H～
1．5”T　　3王P

　4”T　20H》
　6”T　50王P
　4”T　20モP
　4”T　15rp
　3”T7．5H～

　5”B　H501P

　5”SP45正P・
　5”S　P451P
　5”S　P451P

　6”S　P55H》

　4”T　151P
　4”T　l51P

　3”V　151P
　3”V　10王P
　6”V　30H｝
　5”V　15H》

　3”V　10H》
　3”V7．5王P
　4”V　301P
　5”V　　51P
2．5”V2，5P

　5”T　15壬P

　3”T　101P　1

　3”T7．5H⊇

　　V　101P

　2V・21P
　2V－2H｝
2．5”BH5王P

　3”V　　51P
3．5聖V　　51P

　2V　　2王P

　6”BH20甲’

　4”B　H101P

　6”B　H501P
　6”BH40H｝
　6”B　H301P

　1”T　　IIP
　4”T　　5王P
　4”T　　5H～

　3”BH7』5至P
　4”BH101P

24

24
24
24
24
24』

24

24
24
24

24

24

24
24

24
24

24

7．5

12

17

　1

　2

24

　7．5

24

24
24
24

8～10
8～10
8～10
17
17

自然水位
　／揚水水位

　　（m）

2、6／3．7

4．5／

　5／
　7／
　／13。2

　／17，2

L7／5～6
4．5／9．4

　　／8．oo

　　／4．5

10／

　8／

　2／5

L2／
1，42／

　4／3。8
　7／7
　2／2、9

110／

7．7／12，2

　5／26

’
1
．

6／

揚水量

（m3／h）

22

55
81

　25

　22，5

125
125
125

、225

　42　、

　42

　60

　75

　6q

　2
　2

　16

　0．5
　0．7
　1．0

　60

　33

　83
　45
　100

　30
　36、

備　　考　　（ρw：水比抵抗，　Tw：水温）

冷却，ほかに河川水を使用

冷却，掘墾当時自噴
〃　　ρw2，500Ω一cm，Tw16。5。C
　　　〃　1，400　〃

　　　〃　4，000〃
　　　〃　2，300〃

冷却，ρw6，000Ω一cm

　　　ρw　3，350Ω一cm，Tw18，50C
　　　〃　　　2，750　〃　　　　　〃　　　18．2。C

　　　〃　　　6，600　〃　　　　〃　　 16．6。C

　　　〃！　　8，200　〃　　　　〃　　　！5，5。C

　　　〃　9，000〃

電気炉冷却

ガス洗漉，循撮水あり
　　　ρw4，200Ω一cmy　TΨ15．6。C

利根川の伏流を利用

飲料用，ρw55000Ω一cm，Tw16・7。C

冷却』汽缶，洗濠　ρw6，000Ω一cm，Tw17。1。C

精練用（現在使用せず）

冷却　ρ諦1，800Ω一cm，Tw18QC
〃

ρw6，000Ω一cm，Tw17．7。C

冷却，洗潅
　〃　　　　　　〃

　〃　　　　　〃

　冷凍機，1201P，6台

　蒸解，洗瀞，汽缶
　　〃F　　　　〃　　　　’〃

　　〃　　　　　〃　　　　　〃

　冷却・循環還元している．

　冷凍機（150王P）　ρw5，900Ω一cm，Tw17。C
　　　　　　　　　〃　4，900　〃

7一（827）
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工　場
番・号

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

工 場 名

関東電工K．K．倉賀野工場

宝酒造K．K．木崎麦酒工場

日東酸素K．K．伊勢崎工場

桐生市上水道水源

太田市上水道水源

鐘淵紡績K．K。新町工場

富士紡績K、K．本庄工場

昭栄製糸K』K・本庄工場

深谷市上水道水源

伊勢崎市上水道水源

井戸番号

　1－
1（東）

2（西）

3（北）

4（南）

社宅

、1

1
2
14

1
2
1

2

1
2
3

墾井年月・

（塁二奨聖）

S－11
S－13
S－31
S－30

S－31

S－15

S－15

S」32

井戸深度
　（痴）

4，5（浅井戸）

、92

90．5
48．5
150

45．5

83

鹸巳5－8

」
　1：1

　118
158

94．3
67．3
118．5

井戸孔径
（吋）

0．9m
12
12
14
12

8

6

1．50
1。50

8
10

16
12
15

収水深度
　　（m）

｛　14～21．、225．5～27。8

／17～32・45ぞ一50

モ
61～65，　75～82
98～103

註1）　上水道水源のうち実地調査未了のものについては第1表とともに，上水道統計No・37（昭和29年度）によつた。
2）揚水ポンプ，T：タービン，V＝渦巻，BH：ボアホール，S　P：水中，K：カスケード

　用量は，90，000m3／dayを少しく上廻る程度となる。

　　このほか，都市上水道水源として，深谷・渋川両市が墾

　井によって水源を得ており，前橋・高崎・伊勢崎・太田お

　よび桐生各市がいずれも伏流，一部表流を用いている。

　これら上水源関係の取得量だけで，約71，000m3／dayと

　なる（たyし渋川市の分を除く）。高崎市などでは上水

　の一部が工業用に供給きれているが，これらを一括した

・　工業および上水用水源における原水の取得量は，！55，000

　m3／d貯に及ぶことになる。

　　地域内の地下水取得量多65，000m3／dayに対する給水井

　戸数は，調査済みのものだけで75本であるが，このう

　ちの2／3は深度20m以浅の自由面地下水を収水する浅井

　戸であり，20m以深の被圧面地下水を収水する深井戸

　は，渋川・高崎・本庄・深谷各市と木崎町などに所在す

　る28本に限られている。

　　これら被圧面井戸の墾井地層図は第3図にその一部を

　示したが1このうち高崎市の昭和電気製鋼K．K。およ

　び高崎ハムK．Kの記録中に示される砂質部は，5万分

　の1表層地質図前橋図幅によると，凝灰質岩石の部分に

　相当している。また木崎町の宝酒造K，K．の井戸群の

　うち，最深井の4号井（南井戸）の記録によると，深度90

1 2　　3 4　　5　　6　　7　　8

繁

＾設

σ解

鞭

隆
4
．

o

鍵
・

蘇
b『A

詞

鴛
“o

。亀

o考

獺
雛

石楽 属鮎

砂 層

粘土層

1 取水菅挿入舘位

　　第3図・中利根地域鍛井地層図
1　電気化学工業K．K．渋川工場井
2　高崎ハムK・K．井
3　昭和電気製鋼K．K．井

4　宝酒造K。K。木崎麦酒工場i2号（西）井

5　　〃・　　〃　・1号（東）井
6　　　〃　　　　　　〃　　　4号（南）井

7　　〃　　　〃　　3号（北）井
8　　〃　　　　〃　　社宅井

0

’0
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ノ30
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8一（828）



中利根工業剛，源繊諮報磁蔵田延男．尾崎次男．後藤隼次）

揚水ポンプお
よび揚水動力
の大きさ

1”K　O，51P

6”B　H401P
5”S　P40H》
6”S　P20H～、

5”S　P25王P

5”T　　・一

3”V　　2王P

　251P
　盆51P×2

　101P
　　、T51P
　　T51P
BH7．5P
lBH2。m

8”B　H30王P

6”BH151P
8”B　H301P

1日の運　自然水泣
転
，
響
、

／響位

5

2
20

18

揚水量

（m多／h）

備　　考　　（ρw：水比抵抗，　Tw：水温）

鵯
霧圭了

　土

　第4図

　　　　2／3．8「　　o．6　冷却

　　　　ll　il8将来水中ポンプに変更予定伊1：188糟、a謡c

　　　　／9　　150　　　　　　　　　　　”　5，000〃　16．5。C

　　　　／12．112　　　　”卿”19穿C
　　　ε5／　6。冷却洗澁

　　　　／2．9　　32．4－

　　　　一　7。汽缶温．湿度隷用

小メ，×7叛
・　　　副遮　柔　膳「獅．
1、購x・x蒲，疹里・、乞糟訓

　　拶　き灘，x欝～ミ蕊ヅ
　　　　　　　　　　　　xX　　　　x　　　　　　　　　　　深

鱒x徽．羅、奏蔓　津努勢
菰み撒．、・罵　糠．，、撚ノ’
　　　　　　　芥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室　　　　　　　　驚　κ　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

漁ド影×、、、写灘窒
　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　5皮　x智　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筒水比抵抗値包爪す

　　　　　4km　　　　　X　　　　　　　　　　　志　　　　　　　　　　　　部分　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　x又　さ江　　　文渓講1

赤　面自由面地　流動状　す水比抵抗等値緬肋・地一一、

　　　　　　　　　　　　9一（829）
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m前後まで沖積層・洪積層，それ以深の砂・粘土互層部一

は第三紀層に相当するものかと考えられる。

　高崎市あるいは渋川市における被圧面井戸1本当りの一

揚水量は，80m3／h（1，900m3／day）程度であるが，揚水

量に対する水位降下の割合，あるいは適正揚水量の限

界などにっいては，正確に判断する記録が得られないの

で明らかにできない。しかし概略の傾向としては，前述

のように，渋川・高崎両市を含む中利根台地では，揚水

量に対する水位降下の割合は，かなり大きいのに比較し

て，木崎町附近では，著しく小さくなっている点は明ら

かである。

5．赤城山南麓および前橋市附近の自由面地下水理

5。1　赤城山南麓斜薗における自由面地下水

従来学術的観点から調査が行われたことがあり，その

　　　　渋川重、＿

　　　禰・．
　　　　　、、iノ　　　　穐山

　　　　翻メ　．
　　　　脳1ノ。　　　曽田
　　　　　　ノ。。3　　　。ロ
　　　　　　　1　　　　　　　0　　　　　N。）　　　　’4。ノ　　　　　　　　　　　　　　　　のワで
　　　　　．＼1。鼠　．’
　　　　　　　　　　超ノノ＼へ・・
　　　　　　。丈
　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　熱　、彰懲．
　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　’　　　　原　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　N遭　　　　　　葦，・　　　。。　　。
　　　　　　　　　　　　　　　青　　　　　　1、　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　ノ　／　　　72　　　　　　撫／’、
　　　　　　　　　　　　　置4　　　－－　　　　　　富／　　　　　　　　　　　　　160！
　　　　　　〆／　　　　115／　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　フ2　　　　　　㍗腿
　　　　　　　　　　　　　　。　1。　　。　　　　　　、獲1、　　　　　　　　　　　　　110、＿ノ

　　　　　　　　。　　1グ橋　矛、　　　　　　ノ
　　　　　　　ツ。　　シ　　　　　　　　　　ゆ
　　　　　　　　　〆　　⇔o
　　　　　　　I　／　　　療
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結果によると，比較的多数ゐ井戸群が自由面地下水を収

水している。これらの地下水の概略の流動状態を知るた

めにう約250ヵ所について水温および水比抵抗を測定し

たマそのうち水比抵抗を等値線でとりまとめたものが第

4図である。第4図では等値線で南方へ延びている部分

がほダ透水帯と推定きれるが，海抜200m前後の所を境“

として，それより下方ではかなり急激に水比抵抗の値が

下がっている。表層地質図前橋に示されているロ・一ム層

の部分と未固結泥砂および礫層の部分とにあてはめると，

多くの所で直接の関係はみいだきれないが，女淵・膳の

附近（第4図右側）の低い水比抵抗の部分（5，000Ω一cm＞）

が未固結泥・砂および礫層がとくに広い地理的分布を示

す部分と一致し亡いる点が指摘できる。上毛電鉄線南側

・に点在する10，000Ω一cm台の高い水比抵抗の部分は，不透

水性の安山岩質熔岩岩盤が地下浅くに存在しているため・
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天水が浸透後局部的に停滞し，ちゆうみずの型式で地下

水が帯水している部分でないかと考えられる。斜面全体

を通じて，井戸深度は地形におもに支配きれるが，概略

3～10mの範囲であり，海水深は輝査当時において，1～

4m程度を示していた。

　5．2　前橋市附近における自由面地下水

　広瀬川と桃木川とに挾まれた部分にあたる広瀬川低

地帯と，広瀬川右岸の中利根台地一部とにかけての約

100km2の範囲について，自由面井戸386カ所の地下水

位および地下水温を測定し，地下水理を推定した。その

結果は第5図に地下水位等高線および水温等値線として

とりまとめた通りである。

　こ＼では地下水位は調査当時0。7～10．9mにわたつて

いたが，水位の深いものは山麓部に限られ，一般には

4．Om以　にとどまっている。少なくも地下水位等高線

から判断すると，広瀬川低地帯では北西から南東方向に

向かって地下水の流動が推定きれ，．自由面地下水の利用

開発の可能性がある。しかし少なくもそあ供給源の一部

は，利根川本流でなく，むしろ前橋市関根附近における

広瀬川，あるいは桃木川の表流とみなした方が妥当のよ

うに考えられる。しかし両川ともに，それより下流では

地下水の供給を行うよりも，排水河川としての傾向が強

く現われている。

　広瀬川右岸にあって，地下水位等高線が少しく乱れて

いLるのは，広瀬川低地の地下水と，中利根台地の地下水

との間に，僅かながら不連続の傾向があることを示して・

いるものと考えられる。利根川右岸台地上の地下水は・

おもに榛名山麓からの浸透水に連なるものであろう。そ

してその地下水面勾配は，広瀬川低地帯のそれに比較し

て少し急になつている。

　地下水温は調査当時の測定値に関する限り，赤城山あ

るいは榛名山麓寄りが高く，平野部寄りが低くなつてい

る。とくに広瀬川低地帯では流動方向に関係なく，山寄

りが高く，広瀬川寄りに低くなっている。このような関

係からも，この低地帯における自由面地下水の流動は，

少なくとも前橋市街地附近より下流側では，著しく活発

なものとは思われない。

　　　　　　6．支流鳥川流域の水交

6．1　烏川の概観r、

　利根川の支流鳥舟は1群馬・長野県境の鼻曲山（海抜

1，654m）に源を発し，北東，後に南東に流路を転じ，埼

玉県本庄市八丁河原地先で利根川本流と合流するまで・

流路60km，流域面積1，820km2を算している。しかし

その右岸流域面積は左岸流域面積のおよそ6倍にあたつ

ており，左岸には小支流しかないのに，右岸側には碓氷

川・鏑川・神流川などの有力な支流群が認められる。

　鳥川流域における地質分布状態の概略を各支流流域に一

ついてみると，まず鳥川本流上流流域では安山岩などが，

碓氷川流域では安山岩と第三紀層とが，鏑川流域では第

三紀層および古生層が，また神流川流域では古生層・中

生層などが，それぞれ地質分布面積中に大きな割合を占

めている。鳥川本流の下流は，沖積層および洪積層中を

通過しており，沖積層はおもに右岸流域に広く分布し，

洪積層は左岸のところどころに分布し，鳥川の河岸に断

崖をっくっている。右岸支流の碓氷川・鏑川・神流川な

どは沖積低地を流れるに従い，河川敷が拡がり，その幅

は400m以上にも及び，河床の堆積物は大部分が礫から

できている。

　流域における河水の利用は，本流上流部に小規模な発

電所があるにすぎない。レかし本流および支流の下流に

あたる平野部では，かんがい用水あるいは雑用水として一

常時表流が取水されている。調査時期における両岸用水

の取水量は，右岸流域では綿．44m3／sec，奉岸流域では

利根川に取水している滝川用水を含めて，　約37m3／sec

となっており，そのうち両岸より約4。lm3／secが本流

に還元きれていた。

　6．2　表流流量の縦断方向における変化

　鳥川およびその支流，用水などにづいて，冬季の渇水

期を選んで河川縦断方向の流量変化を調査した結果が』

第3表および第4表にまとめてある。

　これらの測定は，プライス型松井式流速計によるもの

であり，測点間隔は水面幅の1／20とし，下流部から順次

上流部に向かって重複測定を行つた・

　流量測定結果を解説すると次のようになる。

　（1）支流碓氷川が鳥川に合流する高崎市八千代橋下流

から上佐野地先までの約3。5kmの区間には，4支流お

よび1用水の流出入があるが，これらの流量を差引くと

上佐野地先までの間に，上流側流量のL9％に相当する

0．059m3／secの表流水の伏没が認められる。

　（2）上佐野地先から倉賀野町共栄橋下流部までの約

4，5kmの区間には，2支流の流入があるが，差引き下流

側までに上流側流量のL95％に相当するo・083m3／sec

の増加が認められる。

　（3）共栄橋から岩鼻柳瀬橋ま・で約2・5kmの区間には，

右岸支流鏑川からの流入量があるが，なお差引き下流側

までに上流側流量の35，4％に相当するL568m3／secの

増加が認め一られる。この場合共栄橋ぞの流量測定は，下流

側の測定後4時間を経過したものであり，したがってそ

の聞に上流側の水位低下，すなわち流童の減少が考えら

11一（831）



第3表　利根川’水系支流群流量測定結果

番号

　　旨．
イ　　i

　　窃　　一旨
　　）

1
2
．

3
3
4
5

6
6
7
8
9
10

11
12
13
14，
15

16
17
18
19
20

21
22
23
24
25

26
27
28
29
30

31
32
33
34
35

水路名 測　定　場　所

鳥　　川
碓氷川，
鳥　　川
　〃
　〃
　〃

　〃
　〃
　〃
神流川鮎　　川
鏑　　川

高田川
碓氷川九十九川九十九川支流

鳥　　川

長野用水
井野．川、
谷　　川
滝　　川
広瀬川
桃木川，
粕　　川
渡良瀬川・
鳥川支流
　〃

　〃
　F〃鳥川用水
鳥川支流
　〃

　〃
　　井野川、
鳥川支流
　〃

高崎市千歳橋上流

　〃八千代橋下流
　〃一上毎野地先
　グ多野郡倉賀野町共栄橋下流
　〃 岩鼻村柳瀬橋下流

　〃　新町岩倉橋上流
　〃
埼玉県本庄市稲実地先
多野郡鬼石町浄法寺地先
藤岡市金井地先
富岡市桐淵地先

富岡市戸川瀬地先
碓氷郡安中町上河原地先

　〃　　小間地先
　ノケ　　　　　ノク

群馬郡椿名町下室田地先

高崎市上並榎稲荷橋上流　，

　”　井野井野川橋上流，
前橋市江田地先
　”　石倉滝川橋下流
佐波郡木瀬村小屋原川岸地先

　”　　 　上増田地先
伊勢崎市殖蓮橋下流
．桐生市西堤地先
高崎市寺尾地先　・

　〃右原地先

　〃’　“
　ノケ　　 〃

　〃寺尾地先
　　　　 　
多野郡倉賀野町共栄橋上流右岸

測定　　天候年月日
（昭和）・

33．2．26
〃

グ

33．2．25
〃

〃

ル

33．2．24
グ

33．2．23
〃

〃

〃

〃

〃

　

33．2．22

〃

〃

〃

〃

〃

　

33，2，24
33．2．27
33．2．26
〃

〃

〃

　

33。2．25
〃

〃　　　　　共栄橋下流左岸　　　〃
　　　　　　　　　 ノク

〃　岩鼻村三ツ倉橋上流
藤岡市立石地先
多野郡新町河岸地先

　〃
　〃
　　　33．2．24

晴’

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃、

〃

〃

㌔〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

測定流量

（m3／sec）

水面幅

（m）

最大深

（m）

1．606　　　19，00　　0．63

1．549　　　18．00　　　．39

3．153　　　36．00　　　．47

3，698　　　36．00　　　。48

4．324　　　37．00　　　，52

6．005　　　31，00　　　。54

10．134　　　28．00　　　．77’

9．743　　　28．30　　一。75

12．016　　　35．00　　　．91

2・343　工9。00　。57
0．271　　　　6，00　　　．32

1．443　　　14．00　　　．48

0．168　　　　1．90　　　．13

0．954　　　13．00　　　．40

0．594　　　16．00　　　．34

0．196　　　　8．00　　　．21

3．180　　　26．30　　　。43

1．516　　　　8．60　　　．50

0．508　　　　8．00　　　．35

0，180　　　　3i80　　　．37

1．446　　　8．00　　　．41

1．385　　　　5．00　　　．70

・　3．599　　　16．50　　　．80

0．697　　　　8．00　　　．36

6，534　　　36．00　　　．71

0．004　　　　0．30　　　．12

0．027　　　　1．30　　　．17

0．073　　　　1．00　　　．21

0．129　・　　1．40　　　．36

0．176　　　　2．40　　　．36

0．174　　　　2．30　　　．36

0．015　　’　0．30　　　．14

〃　0．354
〃　O．113
〃　2．763
〃、O．026
〃　0．423

3．50
1．50
13．00

1．40
4．60

．．33

．23

．78

．22

．24

断面積

（m2）

7．350

6，416
12．355

12．950

13．605

10．645

14．966

14．302

20．635

6．495
1．310

4．680

0．212
3．125

Z765
1．395

7．460

・3．810

1．885

0．865
2．575

・
．

3．140

8．575
2．033
18．565

0．036
0，143

0．185
0．446
0．692
0．664
0．042

0．538

0．265
7，725
0．242
0．875

河床

礫
〃

〃

〃

〃

〃

礫
〃

〃

〃

〃

〃

礫
〃

〃

〃

〃

〃

　
『
砂
，礫

礫
〃

　　
礫，砂，泥

礫

　〃
　〃

〃

〃

〃

〃　F
〃

〃

〃

〃

〃

〃

両　岸　の　状　況

左　 岸 右　 岸

コンクリート護岸

高　水　敷
洪積層の崖
　　〃　　〃　’
　　〃
高　水　敷
　　〃
　　　
中生層の崖
堤　　　防
第三紀層の崖

練石積護岸
第三紀層の崖
堤　　　防
　　　』練石積護岸

コンクリート
コンクリート護岸

堤　　　防
洪積層の崖
石積護’岸

　　　コンクリート堤防
コンクリート護岸”

高　水．　敷
堤　　　防
高　水　敷
　　〃
　　〃
　　〃

　　〃
　　〃　　　　　淫　　　
　　〃　　 矯

第三紀層　　　　　謝石積護岸・
　　　　　囲一練石積護岸　　　　　翠堤　　　防’
　　〃　　　血
　　　　　　　　難練石積護岸
　　　　　　コンク’リ［ト　鵬・

洪積層の崖　o堤’　　　防　　　　　蛛コンクリート護岸

石積護岸遷
　　　　　ド　　〃　　　　　bO、
コンクリート堤防　　（巾

洪積層の崖）

鞠
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第4表　　利根川水系鳥川表流流量縦断方向の増減

番号

1
2

3

3

4

5

6

6

7

水路名

鳥　川
碓氷川
支流合計

用　水

烏　川

鳥　’川

支流合計

’鳥　川

支　流

鳥　川
支　流

鳥　川

烏　川
支流合計

鳥　川

測　定　場　所

高崎市八千代橋上流

　　〃　　下流

高崎市上佐野地先

〃

倉賀野町共栄橋下流

岩鼻村柳瀬橋下流

新町岩倉橋上流

〃

本庄市稲実地先

測　定
年月日
（昭和）

33．2．26

　〃

　1〃

　〃

〃

〃

〃

〃

〃

．〃

〃

〃

33．2．24

　〃

〃

流’　量

（m3／sec）

L
，
606

墨・549

0，233

0，176

3，153

3．698

0．543・

4．324

0，113

6．005

2．789

10．134

9．743－

Of424

12．016

註2）

流　量　差註1）

増
（m3／sec）

0．083

1。568、

1．340

1．849

減
（m3／sec）

0．059

上流側断面流量に
対する流量の百分
率量差註2），

1．9％・

L95％

3昏4％

15．3％

註1）
±△q＝｛Q2一（Q1＋Q3）｝　、

△q：流量差

　＋のとき増
　一のとき減

Q2：　下流側断面流量

Q1：　上流側断面流量

Q部　　この断面区間内

　　に流入（＋），あ

　　るいは流出（一）

　する，支流，用
　水などの流量

璽一Q1×100
Q1

18．2％

第5表　、鳥川およびその他支流群の比流量

水系

利根川’

水路名

鳥　　　川

碓　氷　川
九＋九川’

九十九川支流

鏑　　　川

高　田　川

鮎　　　川

神　流　川

測　定　場所

群馬郡榛名町下室田

碓氷郡安中町上河原

　〃　　　小間

　〃

富岡市桐淵

　〃　　　戸川瀬

藤岡市金井’

多野郡鬼石町浄法寺

流域面積
（km2）

154．2

133．8

81．6

30．4

347．6

46．6

60．6

376，0

流量
（m3／sec）

3．18Q

O．954

0．593

．0』196

1．443

0．168

0，271

2．343

比流量
（m3／sec／km2）

0．020602

．007！30

．007267

．006447

・004151，

，003605

．004772

．006231

流域内地質分布面積

安山岩類

その他
（km2）

150．7

71．6

20．0

3．2

4．4

第三紀層
（隻窪｝2）

中生層
古生層
（km2）．．

3．5　　－
36．2『　一

52。8　　－

22．4　　－
154．4　　　138，4

34，0　　一

．一　 60，6

　－　 376．O

年平均
降水量
（mm）

1・5天0

1，490

1，470

1，380

1，450

1，400

1，260

1，410

13一（833）



No，

a

’
b

C

d

e

f

g

h

i

j
k

3

4

5

6

7

7

9
11

13

14

17

18

18

20

23

23

28

28

30

地質調査所月報 （第9巻　第12号）

　　　第6表　中　利　根　地　域

試　　料　　採　　取　　地　　点

利根川　渋川市（大正橋上流）

吾妻川　（下流）

鳥　川　高崎市

碓氷川　安中町（上流）

　　〃　　〃　、・（下流）

禅流川

利根川　（妻沼大橋）

太田市待堰

高崎市新保

赤城山南麓芳賀小学校

赤城山南麓市p関井戸

関東電化工業K．K．渋川工場　2号

電気化学工業K。K．渋川工場　3号

　　”　　，　　　　　　石原水源

関東製鋼K．k。渋川工場　西井戸

日本カーリットK，K』．群馬工場　3号

　　〃　『　　　　　　　　　　　7号

前橋市元総社・簡易水道水源

理研合成樹脂K．K，高崎工場

富士製鋼1く．K。・

昭和鉄合金K．K，高崎工場

高崎冷蔵k底

高崎製紙K．K．　2号

　〃　　　一　　r3号

高崎ハムK．K．

宝酒造K』K．木崎麦酒工場　南井戸

　”　　　　　　　　　　　東井戸、

鐘淵紡績KK新町工場2号

　”　　　　　　　　　　5号

昭栄製紙K　K，本庄工場

一水源種別

　　表流

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　ク

　　　，ク

　　　〃

　　伏流

自申面地下水

　　　ノ7

　　　〃

　　　〃

被圧面地下水

　　　〃

　　　〃

自由酉地下水

　　　〃

被圧面地下水

　　　〃

自由面地下水

被圧面地下水

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

自由面地下水

　　〃

被圧面地下水

Tw
（。C）

10。2

10．2

16．8

14．5

14．2

16．5

16兜5

16．5

18．5

16．6

15．5

17．3

15。6

16．7

17，1

18．0

17．7

15．0

16．2

15．9

17．0

19．9

16．8

19．2　』

fg．2

15，6

pH

③7

5．7

6．9

6．9

7．0

7．2

6．7

6．7

6．6

6．8

6．3

6。7

、7・0

7．3

7．1

7．3

6。8

7．1P

7．2

夕．0

7．4

7．4

7，4

7・2，

7．4

7．7

7，4

6。4

6．4

7．1

RpH

6．9

6．3

7．2

7，1

7．3

7．3

6．9

6．8

7．2

7．2

6．8

．7，2

7．4

7．6

7，5

7．．5

7．2

7．5

7．4

7．6

7．6

7．6

7．6

7．6

7．7

、8．0

7．6

7．3

7．3

7．4

Dis．
02
（cc／z）

4．01

5．07

5．08

5．44

1．98

0．98

1．16

0』87

2，97

1．47

1，26

0．23

3．81

3．72

FreeCO2

　（ppm）

HCO3一

（ppm〉

　一　　　26．2

　－　　　7．9

　－　　　40．3

　－　　　48．2

　－　　　48．2

　一　・　68．9

　－　　　19．5

　－　　　23。8

13。5　　105．5

7．0　7817

10，0　35．4、

　5，0　　82，4

4．0　90．gP

　2．5　　72．0

　2．0　　66．5

L4　92・1
5．5　　90．9

3．1　　98．8

2。5　　　112．2

27．0　　　317．2

2．0　　　119．0

3，0　　153．7

8．5一尋73．9

13．0　　　183．6

1．6　　111，6

1．5　　　147，6

2．0　　92．7

23。0　　　　99．4

25．5　　　101．9

5，5　　　104．9

14一（834）
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水　質　分　析　結　果

C1一

（ppm）

6．0

19．9

6．0

14．6

14，6

7．5

13．9

7。1臼

43．0

15．3

7．5

81．3

44．7

12，4

8．9

33．7

21．3

16．7

10．7

19．2

12，8

20．2

25．2

21．3

12。8

77．8

49．4

12．4

12．1

26．3

NO2噛

（ppm）

0，06

0，00

0．00

0．05

0，08

0』16

O．QO

tr．

0．00

0．00

0．00

tr。

0．00

0．00

tr．

，0．00

tr．

0．04

O．18

0．00

0．00

O．00

tr．

0．00

O．05

0．00

0．36

0．01

tr．

0、01

SO42一

（ppm）

8
67

6
13

18

11

35

29

14

21

O

50

45

24

15

34

3
！49

0

13

0

2

3

0

0

38

38

NH4＋・K＋

（ppm）

0．1

tr．

tr．

tr．

0．1

tr．

0．3

0．1

0．0

tr．

tr．

0．1

0．1

0．1

「tr

0．0

tr．

tr．

O．7

0．1

tr．

0，1・

0．7

1．・2

tr．

0．1

0，3

tr．

tr．

tr．

（ppm）

2．3

3．5

1．7

2．5

5．4

2．0

2．4

1．9

10．9

2．8

1．2

6．2

3．8

2．7

1．9

5．4

4．1

3．6

3．5

10．5

3．7

3．7

4．2

2．6

3．2

4．7

3．9

2．4

2．2

2．0

Na＋

（ppm）

4．2

12．3

5．0

12，5

21．7

4．8

7．4

4．9

26．3

10．0

5．5

55，5

21，7

18．！

10．4

40．4

24．1

14．5

14．3

20．4

15．0

22．5

20．8

12、5

15．0

44，1

，25．0

9，8

9。5

13．輪1

Fe2＋

（ppm）

0．03

tr。

0．00

0．『00

0，05

0，00

0．00

tr．

0。06

0．00

0．31

0．00

0．66

0．24

1．65

2．66

tr．

0．08

0．52

0．08

0．00

0．10

Fe3＋

（ppm）

0．08

0，05

0．02

O．04

0．02

0．07

0．02

0．02

0．02

0，01

0．04

0．08

0．06

0．04

0．00

O．42

0．03

0．05

0．00

0，01

0．02

0．02

Ca2＋

（ppm）

7．5

20．0

9，7

12．8

13．6

22，6

13．9

・14．2

21．2

20．6

6．8

33．6

32．4

14．7

15．4

26．5

23．5

24，3

20．3

118．2

20．7

28．1

32．O

31。2

20．8

29．6

21．3

29．2

31．3

22，0

Mg2＋

（ppm）

1．6

5．2

2．3

2．6

2．9

2．8

3．8

2．9

8．5

7．5

2。0

7．9

10．2

4．3

3．5

14。5

12．0

8．7

5，8

16．7

6．2

9．9

10．1

10．1

6．1

、9，6

6．2

9．1

8．7

11．7

Total
Hardness
　（。dH）

1．41

4．01

1．88

2．39

2．57

3．81

2．82

2．65

4．92

4．61

1．41

6。53

6．89

3．04

2．95

7．04

6．07

5．41

4．18

20．39

4．32

6，20

6．81

6．68

4．31

6．36

4．39

6．27

6．39

5．78

Total
Sio2
（ppm）

15．8

26．O

23．8

29．1

43．0

45．5

22．4

17．6

71．4

35．0

5．0

34．9

22．4

26．0

33．6

24．3

42，9

49，4

29．3

46．4

23．4

14．0

50．2

17．8

63．5

9．1

11．5

KMnO4
　　　　り

（PP血）

22．6

5．2

11．6

7．0

9．6

12。5

10。8

10．7

13．9

1。3

3．3

4，3

．5．7

3．8

2。3

3．8

13．5

17，4

19．7

3。7

8．0

21．5

7，3

5．8

4．3

2．6

2．3

備 考

東邦亜鉛安中精
錬所の排水混流後

沈砂池中において
採水

循環水，回収池で
採水

15一（835）
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れるが，この水位低下に伴なう減量は，上佐野断面にお・

ける1日の流量差0。545m3／secから推定すれば，約0。1

～o．2m3／secと見込まれ，　この減量を考慮に入れても下

流側での増加はなお確かである。

　（4）柳瀬橋かち新町岩倉橋上流まで，約3。5kmの閥

には左岸支流井野川の流入量があるが，差引き下流側ま

でに，上流側流量の15，3％に相当するL340；n3／secの

増力ロカま認められる。

　（5）岩倉橋から本庄市稲実地朱まで約4kmの区間に

は右岸支流神流川などの流入があるが，神流川は上流部

において表流の大部分が取水されてしまい，表流流量は

きわゆて少ない。この区間では下流側までに，差引き上

流側流量の18，2％に相当する1．849m3／s6cの増加が認

められる。

　6」3　支流群の比流量

　無降雨時における表流流量はその流域からの地下水の

湧出量とみなきれるから，流域面積と流量との比，すな

わち比流量は流域からの平均した地下水湧出量を示すも

のと考えることができる。

　2月23日，鳥川流域に含まれる支流流量を測定し，1

比流量を求めた。・

　比流量が流域内の降水量，地形・地質，植生の状態に

関係するものとして，平均降水量，地質の分布面積を求

めたのが第5表である。

　この表によると，流域内の降水量が多いほど，また地

質的には安山岩および第三紀層が広く分布する流域ほど

比流量が大きい傾向があることがわかる。しかし鏑川に

限っでこの関係は通用しない。降水量および地質分布な

どの点では，むしろ神流川流域よりも大きく，少なくと

も鏑川流域内の集水量は神流川流域内の集水量を上廻る

ものと旭像されるか．ら，鏑川の比流量が小きいのは，下流

側の流量測定地点までの間で，なんらかの地質的原因に

ょっで表流水の一部が失われてしまうためと推定きれる。

　なおこれら鳥川右岸支流群の表流から，砂礫層中に浸

透した水は，鳥川左岸において中利根台地をっくる凝灰

質岩石に遮られ，大部分が鳥川の表流に還元きれるもの

と考えられる。

7．水質の地域的特徴

　調査地域内で採水した，水試料30ヵ所の水質分析結

果は，第6表の通りである。

　このうち表流水7カ所（a～g）の分にっいて，溶存成

分の含有量をmg当量で示すと，

　利根川本流（吾妻川合流前）　　　1．52

　吾妻川　・　．　　　　　　　1　　4．14

鳥川
碓氷川（上流）

〃　　（下流）

神流川

利根川本流（妻沼大橋）

1．90

2．92

3，58

3．19

2．80

となり，吾妻川合流前の利根川本流および鳥川は，溶存

成分の含有量が少なく，そのほかの支流群においてその

含有量が多くなつていることがわかる。利根川本流はこ

うして吾妻川合流前に1．52mg当量を示しせいるのに，

’支流群によって遂次溶存成分が増加させられ，妻沼大橋

附近まで下がると，すでに約2倍量の2．80mg当量に及

んでしまう。

　これら水質悪化の直接の原因となる支流のうち，とく

に工業用水源として利用上注意を要する点は，吾妻川の

水質が著しい硫酸酸性を呈し1全硬度4．03。dHがおも

に永久硬度で占めているのに対して，神流川はHCO3國に

富み，微アルカリ性を呈し，全硬度3．83。dHの1／2が一

時硬度となっているどいう事実である。・

　自由面地下水は一般に水質上の特徴としてSO42咽に富

んでいることがあげられる。したがつてpHは6。6前後

を示し，Cl一もまた概して多い。

　被圧面地下水は，HCO3一およびCa2＋のや＼多い点を

除くと，一応は良質の部類にはいる。渋川市の電気化学

工業K　Kの御圧面井戸群のうち，榛名山麓にある石原

水源井の水質は，．高崎市所在の井戸群の水質と比較する

と，pH，freeCO2，C1一，K＋，Na＋などは大差ないが，

HCO3噌，Ca2＋およびMg2＋が少なく，SO♪．が多いの

が指摘できる。したがつて表流の場合と同様に，高崎市－

』の被圧面地下水の硬度はおもに一時硬度であるのに対し

て，渋川市のそれはおもに永久硬度によって占められて

いる。なお木崎町における宝酒造K．K．の地下水の水

質は，麦酒醸造にあたつて種々の研究が行われたのであ

るが，決して良質ではない。中利根地域の地下水源の利

用・開発にあたって，きらにその実態を究萌しておくこ

とが必要のように思われる。

8．工業用水源開発のために必要な措置

　以上のような中利根地域の水調査結果から，中間的な

結論ではあ為力も一応次のような点について考慮を払う

ことが必要であろう。

　（1）全体として水利用にあたつて，質・量いずれの面

からも充分慎重な調査を必要とするー。とくに工場立地に

あたって・用水源の規模を決定するためには必ず事前調

査を行うべきである。

　（2）渋川市にあつては市街地西方，榛名山麓の被圧面

16一（836）
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地下水（あるいは自由面地下水）が，利用可能と思われ

るから，さしあたつてこの精査を行っておくことが必要

である。

、（3）前橋市の利根川右岸総社町附近から高崎市にかけ

ては，井戸間隔を充分にとることができるなら，ある程

度のまとまった量の地下水を被圧面地下水で得るこ．とが

できよう。工場の配置をできる限りそ隔させることが望

ましい。

　（4）本庄・伊勢崎両市を結ぶ線から東側の利根川流域

平野部にあっては，1太田市市街地附近のように不透水性

岩盤山地によって地下水の流動が妨げられている所をき

ければ，被圧面地下水の利用が推奨できる。

たyしその水質にっいてはさらに詳細に検討し，良質

の帯水層の分布を確認しておく必要がある。

（昭和31年12月，32年11月および33年2月調査）
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